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ぎ                          一合有季  兼 一妖  型吠  蚕食粛軍   
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ク月の詞蜃日数ば／顔ヒゴ＜ノ正夢打ク∫ノト夕方㌧、㌍％が艮やチの状鰐＜2匠亡  

ば帝が一クアズタタグ％かL灸覇のボ恕ピ奥の演題ば孜暮された．  
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ブ区ば苧掴ヾ♂∠％タ∫∫ズが艮1キであった〃1亘lま朝タコ差タグタ％が最う子  

であったが∫区ば軸〟j、アズタi7、∫′ガで華乙恵か＼った．   

ダ月の鯛査日数はj♂日間亡／直の朝夕ヱ、メガ夕〃／、∠メはぇ朝一亡ヱ区は  

7クこ∫／タグ．♂ガか‘良く朝夕英仁木野分が良い甚篠であったブ広は卵占＃、占  

ガタメスダガが良く ゲ藍は占〆、∠％〃ブ．アズか－針行くあったが∫匡ばヱ′J  

ガブク′ヱグ亡良寸子なものが少ながった。   

夕月の差周沓日数は／♂日＜／邑は朝夕久βガタ7∠、㌻〆が汲や・＜ヱ匠は  

ア♂．∫需タフ、声／くはとんピ良いポ懲の型プ犬ぐあったブ広はクよヱ芳“ヱ％ が灸解  

亡ず匠はアブ、ア〆ββ、♂gが良一好く∫区ば∫j．j／∫グノ牙ヒ夕日l二人って  

半数以上が、艮ヰ子の状尾になってきた／区は財閥平準＝よ月の吠熊干後は8くあ  

った朝夕を平均Lてβの状態亡あった．   

ヱ匠はク耳の夕が、8モあったが他はすべて月くあり、平均しく月であった．  

う匠ゲ匠は卵夕共仁βの基経であった∴   

∫直は7河♂月兵仁Cピア月はβ亡あった．同仁、乳状でも斬はタよりも含  

水率は底ク、った■   

爽便や改壷」よj直訴、最む良く／乱∫正妻広は大声がなく√区が取る定かっ  
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／日／詞券産卵量並／詞月度和国敬  

ブ♂．7．？タ   ／クク   

j♂、7   ／クスク   ヱ♂、♂   ／ク♂、j   ／β・ア   ㌔ヌク   

ブ久∫7   

／∠㌧2hエ  タグアク  ／♂J∫  Jブ．才7  ♂ス∫  
仁〃′／  〟ク．タ∫’   ／クノ．タ  J〆．グダ   アユ∂   タ∠1Jクク   クク．タ  

j／、∫   ／クス∫   ／ダj   タ∠．∫   ／スβ  ♂ダ♂  

j7♂∫  ∫7∫タ   ／♂／∫   タ∠、ブク   タ♂・∂   ∫ノ、／∫  ダ哀／  

〟ク．／タ  璽  タ∂・j   ゴムダブ   ㌔ク、／   ブスタ〃   ム∠．タ  
！／タフノ7‘  ケ  ／タj  ／クダ、J   ／♂ク   ／♂′／  ‖ ／∫．♂  ㌔、去声  

タ♂．β  l iヱ銘Jク  tダク．プ  
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♂又∂   ／舛♂   ′  

タク、∂   ！ ∠グ♂  

卵／ββ生産lこ医する羽ぎく・  

＿2   ユ∫コ√  フ銘√〆  ググヱ 星ブス〟ダ    ／♂かク   

j  ヱ占、グタ  l  

′   ユJ才J   ／クク   

ヱふユク篭 タス♂   2∫、／タ  iタグ∫                          i／♂フ・き     フ∠．∠♂  プ∠．5   】ブス∫∫   
∫   ヱ尻㌻タ  コ√タ／   タグjい′♂ヱ   ト／／ク、／ 1   

タスき  2∫／タiタグ∫     u 】ノ界√ユ  ／／久j  

／♂かグ   上りカり  璽／／ク・♂  

Jフノク  ／／冴グ   ／♂ヱ♂   Jヌタフ                                                プ∠．5  ト”ふ㌻ ／  ′♂j、♂  Jヌタフ  ノノイトタ  】夕べ㌔ダ  ／年男∫   
タグjい′♂ヱ！′／ク・′    〟／／ゴ  ／タコ．〆  

産卵厄／巳タJ命、給水のヱ区夕時間．ヲ♂介パ倉本の／区／嘩間j♂分給水の  

j区不断掩氷り∫直言噂掲雪繰入の¢直の傾くプ靖夫生存鵠に訴ける泉郷数の  

席定仁より全体の荷農産はなかったが産卵草炭み一∠河左／ク♂ヒLた霧散く  

ダ何ぞ／区よリj荘までが〆クえ昌こ席数のアクでダ左∫直ほ∫クズ缶詣郡  

てβク亡あり、グ月に入り／邑′〉タ区まそば∫ク／産歎ぞβクそ〃紅∫匠は  

〟∠7〆．胎教ぞ∂♂台となっ た．  

倹定の塞薇  

】芸二   調 教   

／   ヱ＿2   ／jク∫   

柊個 革   

平  均        ∫ヌJ   

．之   ヱ／   ノブタグ   

さ   ／グ   ／／♂〆   、r男∫        J♂・／【   
≠   ．2／   ／／〃こβ   ∫〃、J   

∫  ヱヱ   ／ク9∫  長  年ヌ♂   

．／日／罰当りの産卵敬畳ては／区∴2区lまほぼ可成でブ区〃正ばほぼ同耗て  

∫区は霞カ、った．ヱ直の夕月の低下ば／区う圧よりやや市や＼ったが〃庄∫区  

より少なカ、った．  
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ノ罰／日当り飼粁量  

夕  月   … 夕  
日   平均   

腰臥邑  兼雇畑腰藩長い隆教    凍原】邑  至兼敏  ’席．取旦  極左教   幸  十  一              ／  ／♂■．鼻タ  ” ／β㌧ク  タ7、♂璽 わ．アレ♂尻ム    ‖ ぎ／ク失♂  ／ク（ク  グ∠・多  タ♂ノ  ′2  ′／ク♂・∠  ′ク♂  ／クエダ  u 童ク名J茎／ク∧ク   山 ぎタブ、♂  タタク  デ′プ  プアゲ  十  ／クタ 
′ヱ  ／♂ク   ／／スj  ／∂タグ  “ iタグ7  ≡ グ′5  u iクぷ〆  ♂久グ  ′ク♂・ア   

ゲ  ′′ふヱ  ／クク喜／クノ、√   才夙／  デ∫・7  ♂ブ、／  弓／クJ、j  タグ7  グ久、r   
ア  ／♂グ．ヱ  ／クノ、J  】′クヱlう   

／  ユ占プラ  ／ク♂   ヱ．タ才j  ／／クt∠  J、∫∂7   

コ、グ、㌻／  ／β♂．ゴ  J、√ダ♂   

ヱ．タ／〃  9尻タ  j．♂ク〆   

J、ク〃J  ／♂グ♂  j、ク占∂   ＿ 
ヰくユタア  ＿2♂j．／  タノタグ  

飼若卜廣家長ぼ酎二より多少展はあったが給水制盲臥l二よるものとは鯉いつ拾ち  

し＼∫直の屠蘇蚤は他の匠仁比密Lて夕月9月にタ〃、ったが飼料琴番卒も高カ＼  

った∴  
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凍  羽   

「＋一‘－‘－肌 【  

j／ 区   ヱ   区．   ゴ   匠   〃  匠   、ぐ   直Ⅰ  倉荷 ／ l－  ？宵 一之  ㌻月  9月…伊月   9河  ぎ夕日  9月  ♂目  9月‡    ／墓／   †十  ．2  ∃＿ 弓 簡  J∠  ← ヰ   副 二十      H ■l‾   ‡＿ ‖    タ  ‖ ！‾  5‡   
さ  タ  ノ ト   面  ／  j  い  iヱ  ／   

乳 

更 軍 産 卵  

和合・二検  

淀、郎命磯利休産は／郡項羽床屋しその後産甲了るもの♂月プ月にあ烏ば同   

一鴇ぞ夕月に滅し、たものは頑畢を中止し産卵乎のもの亡ある．   

鳩羽の状笹もヌ区ゴ羽j区∠羽ノ鼠占羽鎮圧∫正夫l二／／羽の・収く承句干  

も産卵するものがあリゴ匠ヱ弱卒庄年額∫区∫胡あり給水剰層、によ為るのと  

ば毘われなし、．  

賓紬   

更賭軟便の対策ヒして時欄的に次の∫区邑級足して浄水突硬の軋養ヒゑ卵  

の状態を綿盃した．   

ノ紅干前♂碕より少時ゴク命まで給水  ／日♂時間タク介給水   

ヱ区午前♂貯／／辟年後j時より名／∫分、給水／巳ダ∫み閤給水   

ラ庄午前グ埼／／時牢移■ゴ埠より各Jク分館水／日／時間タ〔ノ倉給水   

〟正  金 上  各占ク倉給水ノ甘5席閉経水   

∫邑 不断給水（貯水）   

糞便の最£秩暑されたのば2区てあった干苅苧ぼ常グクガが良解＜年後ぼ  

タグ〆♪し仁が貞一好の状終ぞあった。ニ黒ず、ヲ邑亡覇∠¢、占〆1メ、土＿タば〃クス頼、  

上が艮一倍くっい亡／毘年産∫直の）頃亡∫露は7月∂月はきウ∠♂ズ臥エが軟便  

の状愚でタ河に入っく射幸数が良一賠となった．産卵状掛まネ区ノ区5区∫匠  

半荘の噛であったが∴ク丹生存親の産卵数にょし、ては屑恵急か経めらかなク、  

った，   

飼料の濱碑状選ば対凰の∫注が平均／♂j、3ダと最古脅くついく∴巨匠／匠  

ヱ区夢匠の傾＜あった．周取状笥引よ声＝二より異なりヱ合水利玖の度合仁一孜L  

てい為訳ビはなし＼、飼粁要求率はヱ、ノ、享．ゴ．∫庄の傾亡あったり   

頒羽の状徳はヱ直J羽ノ正号正が占珂＃正∫直が／／硝く嘲取給水の度合  

ヒは関原なく発生し利敵綺水による産ぼ艶められなカ＼った   

以上の滞果より農像牡鼻．皐．弦巻さ幻て、し刀＼むゑ酢三毛息劇ノ）碍の∫ろnな‖一  

（′リ丁）   



かったユ正が、糾問給水法としそぼ据弄して良し、ヒ思われるが環鹿により充分  

鶏の状態、を注愚して安東されなけれぼならないと足われる．  

（／∫占）・   


